『島田秀平と行く！全国開運パワースポットガイド』

パワースポット、家の近所にある氏神様が一番
都道府県別にある神社庁に問い合わせる。




※鳥居の真ん中は正中。神様がとおる所なので人間は端を歩く。鳥居を入るとき、出るときは一礼。

３）意識して手の平を開いて、いい気を受け入れましょう。





・手の平がジンジン熱くなったり、痺れてくる感覚を味わえる方もいる。


・手からいい気を受け入れ、足から抜けていくことをイメージするといい。








４）良い気をもらう前に、自分の力量を知ることをも大切





・パワースポットに行っただけでその恩恵を今の自分が受け止められるのか…


・新入社員がいきなり社長にはなれない。





２）正しい呼吸をして、体内の気をリセット





・気を受け入れるときに、大事なのは呼吸法


・深呼吸では長くゆっくり息を吐くことが大事


・長く息を吐く＝長生きに通じる。


・胸に溜まっているものを吐き出し、清める。





１）ゆとりを持ち、1時間はその場所で過ごそう。





その土地が与えてくれるパワーが自分の体に合うかどうか、じっくり確かめるためにも、平常心で向き合うとよい。





５）参拝はもちろん、ご神木など、パワーみなぎるものに触れることでも、充電できて元気になれる。





・石や木の枝などを勝手に持ち帰らない。





お線香


神仏の食べ物


供物なので、先に手を合わせる


煙を浴びて参拝の前に心身を清める。





お参り


・神様への大事なご挨拶


・どれだけ真剣な願い事なのか、服装や態度で示し、真摯な気持ちで向き合う。


①お賽銭。賽銭箱の上に置いてくる感じで。


②鈴を鳴らし、「ご挨拶します」の合図


③２礼。45度の角度で、両腕は体の横


④２拍手。右手を少しずらすとよい音がする。


⑤１礼。自分の住所と名前を伝え、お願い事を伝えた後、一礼をして、お参りは完了。





お清め


手水舎（ちょうずや）では心を落ち着かせ、厳粛な気持ちを持って立つ。


手水は柄杓一杯で行う


まず、左手から。


柄杓を持ち替えて、右手


もう一度柄杓を持ち替えて、左手で水を受けて、その水で口をすすぐ。


柄杓を垂直に立てて、残った水で柄杓の持ち手を清める。





６）神様のところへ行く際には身だしなみを整えて。





・スーツや着物とまではいかなくても、きちんとした服装でいく。


・自然の厳しいところでは、スニーカーも








